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神奈川県感染症情報センター 

神奈川県衛生研究所 企画情報部 衛生情報課 

TEL:0467-83-4400(代表) 

FAX:0467-89-5211(企画情報部)   ＊県域とは、神奈川県内の市町村のうち横浜市、川崎市、相模原市を除いた地域です 

今週の全数把握対象疾患 

（当該週の国による集計及び各保健福祉事務所からの報告をもとに期日を決めて集計しているため、集計数が前後することがあります。） 

県域 横浜市 川崎市 相模原市

二類 結核 5 11 3 1 20 428

三類 腸管出血性大腸菌感染症 4 3 7 26

四類 レジオネラ症 1 1 31

アメーバ赤痢 1 1 32

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 1 1 2 38

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 16

後天性免疫不全症候群 1 1 24

水痘（入院例） 1 1 2 7

梅毒 3 1 4 93

神奈川県
（2021年累計）

神奈川県
（今週）

分類 対象疾患
内訳

五類

全数把握対象疾患情報 

・結核20例：年齢群は20歳代2例、30歳代1例、40歳代2例、50歳代2例、60歳代3例、70歳代4例、80歳代4例、90歳代2例

病型は肺結核11例、肺結核及びその他の結核1例、頸部リンパ節結核1例、結核性胸膜炎、粟粒結核1例、腸結核及び結核性多発リンパ節炎1例、

無症状病原体保有者5例

・腸管出血性大腸菌感染症7例：年齢群は10歳代1例、20歳代2例、30歳代2例、40歳代1例、60歳代1例、血清群・血清型はO157VT1VT2 1例、O157VT1

1例、血清群不明VT1 2例、血清群不明VT2 1例、血清群不明VT1VT2 1例、推定感染経路は経口感染3例、接触感染1例、その他1例、不明2例、

推定感染地域は神奈川県5例、都道府県不明1例、不明1例

・レジオネラ症1例：年齢群は50歳代、病型は肺炎型、推定感染経路は水系感染、推定感染地域は神奈川県

・アメーバ赤痢1例：年齢群は30歳代、病型は腸管アメーバ症、感染経路は不明、推定感染地域は都道府県不明

・カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症2例：年齢群は70歳代1例、80歳代1例、菌種はKlebsiella spp. 1例、Enterobacter cloacae 1例、推

定感染経路は以前からの保菌1例、医療器具関連感染1例、推定感染地域は神奈川県2例

・劇症型溶血性レンサ球菌感染症1例：年齢群は90歳代、血清群はA群、推定感染経路は創傷感染、感染地域は神奈川県

・後天性免疫不全症候群1例：年齢群は40歳代、症候性非AIDS合併症、推定感染経路は性行為感染、推定感染地域は日本国内

・水痘（入院例）2例：年齢群は20歳代1例、70歳代1例、病型は臨床診断例1例、検査診断例1例、感染経路は不明2例、感染地域は神奈川県2例、

ワクチン接種歴不明2例

・梅毒4例：年齢群は20歳代1例、30歳代1例、50歳代2例、病型は早期顕症梅毒Ⅱ期3例、無症候病原体保有者1例、推定感染経路は性的接触3例、

不明1例、推定感染地域は神奈川県1例、不明3例

新型インフルエンザ等感染症 

・新型コロナウイルス感染症 1621例

今週の定点把握対象疾患 

・今週は、定点当たり報告数が注意報・警報レベルを超える疾患はありませんでした。

今週の注目感染症 

～RSウイルス～  

神奈川県では、今週のRSウイルス感染症報告数が333件（定点当たり1.53）となり、増加がみられます。 

RSウイルス感染症は、RSウイルスの感染による、乳幼児に多くみられる急性呼吸器感染症です。発熱、鼻水などの症状が続き、

多くは軽症で治りますが、乳児（特に生後3か月未満）や基礎疾患を持つ小児が感染すると、細気管支炎や肺炎を起こして重症

化するリスクが高くなります。国内では、冬に流行のピークが見られましたが、近年は7～8月頃から報告が増える傾向がありま

す。感染している人の咳やくしゃみに含まれるウイルスを吸い込むことや、ウイルスの付着した手で口や鼻などの粘膜を触るこ

とで感染します。流水・石鹸による十分な手洗い、手指消毒、手を触れる場所の消毒、咳エチケット（咳・くしゃみが出る場合

はマスク着用）などを行い、感染を予防しましょう。 

～新型コロナウイルス感染症～ 

今週の報告数は1621例となり、前週1886例から減少しています。神奈川県では、4月16日より横浜市、川崎市、相模原市が、4

月28日より鎌倉市、厚木市、大和市、海老名市、座間市、綾瀬市が、5月12日より、横須賀市、藤沢市、茅ケ崎市、逗子市、三

浦市、伊勢原市、葉山町、寒川町が、6月1日より、平塚市、小田原市、秦野市が、まん延防止等重点措置の対象地域になりまし

た。（詳しくは、神奈川県ホームページ参照） 

引き続き、３密（密集、密接、密閉）の回避、マスク着用、手指衛生（手洗い、アルコール消毒）などを心がけ、

感染拡大を防ぎましょう。 

感染症発生動向調査事業は「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療 

に関する法律」によって行われています。 

https://www.pref.kanagawa.jp/



























